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は
じ
め
に 

長
崎
県
は
、
平
成
二
十
年
三
月
に
「
長
崎
県

マ
グ
ロ
養
殖
振
興
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
ク
ロ

マ
グ
ロ
養
殖
の
振
興
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
平
成
二
十
六
年
に
は
本
県
の
生
産
量

が
全
国
一
位
（
農
林
水
産
省
漁
獲
統
計
の
速
報

値
：
約
四
千
六
百
ト
ン
）
に
な
る
な
ど
、
ク
ロ

マ
グ
ロ
養
殖
は
本
県
の
重
要
な
産
業
に
成
長
し

ま
し
た
。 

一
方
で
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
天
然
資
源
の
減
少

が
著
し
く
、
国
際
的
に
そ
の
資
源
管
理
等
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
で
は
、
今
年
の

一
月
か
ら
養
殖
用
種
苗
に
用
い
ら
れ
る
小
型
魚

（
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
）
の
漁
獲
規
制
が
始

ま
り
、
今
後
は
天
然
種
苗
に
依
存
し
て
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
養
殖
を
続
け
て
い
く
の
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖

業
界
で
は
人
工
種
苗
生
産
に
対
す
る
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
総
合
水
産
試
験
場
（
以
下
、

総
合
水
試
）
で
は
、
平
成
二
十
四
年
か
ら
（
研
）

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し
た
共
同

研
究
に
参
画
し
て
ク
ロ
マ
グ
ロ
種
苗
生
産
技
術

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
二
十
六
年

に
は
二
万
八
千
尾
、
平
成
二
十
七
年
に
は
約
四

万
二
千
尾
と
、
連
続
し
て
一
万
尾
を
超
え
る
種

苗
生
産
に
成
功
し
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
県
内
の
マ
グ
ロ
養
殖
業
者

が
必
要
と
す
る
量
の
人
工
種
苗
を
安
定
的
に
生

産
・
供
給
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
課
題
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
受
精
卵
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
県
内
の
養
殖
漁
場
で
採
卵
可
能
な
サ

イ
ズ
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
数
多
く
養
殖
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
親
魚
を
用
い
た

採
卵
の
試
み
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
、
県
内
で
人
工
種
苗
の
安
定
供

給
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
県
内
で
養
殖
中
の

ク
ロ
マ
グ
ロ
か
ら
い
か
に
安
定
的
に
採
卵
で
き

る
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
は
、
現
在
総
合
水
試
が
取
り
組

ん
で
い
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
「
県
内
採
卵
」
の
取

組
の
概
要
と
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。 

 

県
内
採
卵
と
種
苗
生
産 

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
産
卵
開
始
時
期
は
水
温
と
関

係
し
て
お
り
、
低
緯
度
地
域
で
は
早
く
、
高
緯

度
地
域
で
は
遅
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
総

合
水
試
が
受
精
卵
の
提
供
を
受
け
て
い
る
（
研
）

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
奄
美
庁
舎
で
は
、
五

月
下
旬
に
は
親
魚
が
産
卵
を
開
始
し
ま
す
が
、

よ
り
高
緯
度
に
位
置
し
水
温
の
低
い
長
崎
県
周

辺
海
域
で
は
、
奄
美
地
方
よ
り
産
卵
開
始
時
期

が
遅
く
な
り
ま
す
。 

ク
ロ
マ
グ
ロ
未
成
魚
は
低
水
温
に
弱
く
、
長

崎
県
内
の
養
殖
漁
場
で
越
冬
し
て
生
き
残
る
た

め
に
は
、
冬
ま
で
に
一
〜
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
成

長
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の



1 cm

図1.  県内で採卵した卵から平均 4. 5cm  
に育った稚魚（ ふ化後 32 日: 8/20）

図２ .  ふ化後のクロマグロ稚魚の成長
（ 平成27年度、 対馬採卵分）
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試
験
の
結
果
、
遅
く
と
も
七
月
中
に
受
精
卵
を

確
保
し
て
種
苗
生
産
を
行
え
ば
、
そ
の
種
苗
は

越
冬
で
き
る
大
き
さ
に
ま
で
成
長
可
能
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
県

内
産
受
精
卵
か
ら
の
人
工
種
苗
を
用
い
た
ク
ロ

マ
グ
ロ
養
殖
の
た
め
に
は
、
七
月
中
に
採
卵
で

き
る
か
ど
う
か
が
一
つ
の
鍵
に
な
り
ま
す
。 

総
合
水
試
で
は
、
昨
年
度
か
ら
対
馬
の
ク
ロ

マ
グ
ロ
養
殖
漁
場
で
民
間
養
殖
業
者
と
共
同
で

採
卵
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
昨

年
度
は
七
月
に
一
回
、
今
年
度
は
七
月
に
三
回

と
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
親
魚
（
五
〜
六
歳
、
八
十
〜

百
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
か
ら
二
年
連
続
で
採
卵
す
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
今
年
度
も
、
七
月
に
対
馬
で
採
卵

し
た
受
精
卵
を
用
い
て
種
苗
生
産
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
種
苗
生
産
技
術

を
活
用
し
、
水
流
等
を
細
か
く
管
理
し
な
が
ら

大
切
に
飼
育
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
採
卵
か

ら
四
十
一
日
後
に
、
全
長
六
・
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
人
工
種
苗
を
約
二
千
五
百
尾
生
産
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
図
１
，
２
）。 

 

  

 

今
後
の
取
組 

昨
年
度
か
ら
の
試
験
に
よ
り
、
長
崎
県
内
の

養
殖
漁
場
で
も
７
月
中
の
採
卵
が
可
能
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
受
精
卵
か
ら
概
ね
標
準

的
な
サ
イ
ズ
の
人
工
種
苗
を
一
定
量
生
産
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ

県
内
漁
場
か
ら
安
定
的
に
採
卵
で
き
る
状
態
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
産
卵
に
は
、

親
魚
の
状
態
や
生
育
環
境
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
並
行
し
て

収
集
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
質
な
受
精
卵
を
安

定
的
に
採
卵
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
養
殖
業
者
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
漁
場
の
水
温
や
天
候
、
海
況
、
ま

た
、
産
卵
親
魚
の
年
齢
等
の
情
報
、
さ
ら
に
生

簀
の
大
き
さ
、
収
容
密
度
な
ど
の
飼
育
環
境
な

ど
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
産
卵
に
関
係
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
蓄
積
し
、
技
術
開
発
に
役
立
て
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

県
内
の
養
殖
業
者
が
、
安
心
し
て
人
工
種
苗

を
用
い
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
を
行
う
た
め
に
は
、

今
回
触
れ
た
県
内
採
卵
を
含
め
、
様
々
な
技
術



的
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
総
合

水
試
で
は
、
今
後
も
、（
研
）
水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
西
海
区
水
産
研
究
所
や
県
内
の
種
苗
生

産
機
関
、
養
殖
業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
人
工
種
苗
の

量
産
化
・
実
用
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

（
担
当 
中
塚
直
征
） 

 


